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 1. 序
ドローイングや模型写真などによる建築プレゼンテーション

は、ペーパーアーキテクトという言葉が成立してきたように、

実際の建築をつくることと同等に建築家の表現活動の重要な一

側面を形づくってきた。こうした活動のひとつにアイディアコ

ンペティションがあげられ、そこでは建築家を志す若き才能に

よる新たな空間を示唆する図面表現をみることができる。それ

らは表現の異なる様々な図面によって構成され、図面の内容自

体を個々の提案の主要な意味を担うものとしながらも、図面相

互の隣接性や重層性を生み出すコラージュ表現によって、様々

な提案を通底する形式的な枠組みを見出すことができる。そこ

で本研究では、雑誌に掲載された現代のアイディアコンペティ

ションにおける入選案を資料1）とすることで、建築プレゼン

テーションにおける図面表現の形式性の一端を明らかにするこ

とを目的とする。

 2. 単位図の描画内容と配列形式
2.1　単位図の抽出と単位図の描画内容　　資料とするコンペ

ティションの図面を構成する個々の図を単位図2）と定義し、図

面を構成する基本単位とする。まず単位図の種類を提案され

る建築が表される建築表現図と建築に関する補足的な情報を

表すイメージ表現図に分類した（図2）。建築表現図は二次元

的に表現された平面表現と三次元的に表現された立体表現に

分けた。次に建築表現図に描かれている内容を描画対象と描

画範囲から検討する（図3）。描画対象を部分と全体、描画範

囲を内部、内部と外部、外部に分類した。その結果、まず平

面表現においては全体の内部を描画するものが多くみられた

（785/1166）。立体表現においては描画対象によらず外部が

多くみられた（341/983、347/1232）。

2.2　配列による単位図のまとまり　　プレゼンテーションの

図面には、複数の単位図を規則的に並べることで単位図をまと

める表現がみられた。それを単位図の配列形式として整理した



（図4）。配列形式には等しい大きさの単位図が等間隔に並ん

でいる［並列］と、形の異なる単位図が複数集まり単純な矩形

をつくる［整形］の２つがある。また、［並列］は3つ以上の

単位図が一軸上に並んでいる｛並列一軸｝と単位図が二軸上に

並んでいる｛並列二軸｝とに分類した（図４）。その結果、単

位図の配列形式では｛並列一軸｝が最も多くみられた。

 3. コラージュ表現
コラージュ表現は複数の図を相互に関係付ける表現である。例

えば図１は１つの断面に対して、複数の図面が重なり、隣り合

うような複数の操作の複合によって構成される。この章では前

章で捉えた単位図をもとに関係付けられた１つのまとまりにお

けるコラージュ表現の形式を抽出しその性格を明らかにする。

3.1　コラージュ表現の構成要素　　コラージュ表現の構成要

素を単位図単体、配列形式による単位図のまとまり、背景の3

種類に定義した（図5）。

3.2　コラージュ表現の形式　　構成要素相互の重層性や隣接

性から、コラージュ表現の形式を整理した（図6）。コラー

ジュ表現の形式の種類を一方の構成要素が他方の構成要素を内

包するように重なる【包含関係】、構成要素同士が部分的に重

なる【部分重複関係】、構成要素同士が境界を共有し隣り合う

【隣接関係】の３つで捉えた。（以下【包含】、【重複】、

【隣接】とする）

3.3　コラージュ表現の優位性　　構成要素同士の上下関係と

大小関係から、どの構成要素が優位となるかを検討した（図

7）。２つの構成要素によるコラージュ表現において、【包

含】では包含する下の構成要素が優位であり、【重複】では原

則上に重なる構成要素が優位であり、【隣接】では大きい方の

構成要素が優位であると設定する。また３つ以上の構成要素を

関係付ける場合、最も多くの構成要素と関係をもつ構成要素が

優位であるとする。構成要素が背景の場合は形式によらず他

方、または次に他の構成要素と関係が多いものが優位であると

する。

3.4　コラージュ表現の組み合わせと優位性の関係

コラージュ表現により関係付けられた構成要素のまとまりをコ

ラージュ単位3)として定義する。コラージュ単位の性格を検討

するため、コラージュ表現の形式の組合せと構成要素の優位性

の関係を図８に表している。異なるコラージュ表現の形式が複

合して構成要素を関係付けるコラージュ単位は、優位性のある

図をもつコラージュ表現に着目して整理している。【包含】が

主体となるコラージュ単位には、構成要素単体を内包するも

の、複数の構成要素を内包するものが一定数みられた。また、
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図 3　建築表現図である単位図の描画内容
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背景が構成要素を内包するものも多くみられ、他のコラージュ

表現にはみられなかった。このことより、無地の色付の図など

によって構成要素を関係付ける表現は、【包含】に特有の形式

であるといえる。【重複】が主体となるコラージュ単位には、

２つの構成要素が重なるもの、３つ以上の構成要素と重なるも

のがあり、後者が多くみられた。【隣接】が主体となるコラー

ジュ単位には、1つの境界を共有するもの、複数の境界を共有

するものがあり、前者が多くみられた。このことから、【重

複】では多くの構成要素を部分的に重ねることで関係をつく

り、【隣接】においては２つの構成要素の境界を共有すること

で関係をつくるといった、関係付ける構成要素の数に関して異

なる傾向がみられた。

 4. コラージュ表現と配列の関係
4.1　コラージュ表現と配列の関係　　作品においてコラー

ジュ表現による単位図の統合の度合いを検討するため資料をコ

ラージュ単位のみで構成されている『コラージュのみ』、コ

ラージュ単位の他に配列形式による単位図のまとまりをもつ

『配列あり』、コラージュ単位と単位図単体で構成されてい

る『配列なし』、コラージュ表現を持たないものに分類した。

本節では『コラージュのみ』、『配列あり』、『配列なし』に

該当する作品について、コラージュ単位の数との関係を分析す

る（図９）。『コラージュのみ』においては、コラージュ単位

を複数もつ資料が比較的多く、『配列あり』、『配列なし』に

おいては、コラージュ単位を単数もつ資料が多くみられた。こ

れはコラージュ表現がまとまりをつくるため、コラージュ表現

以外の表現が必要なくなると考えられる。次に、コラージュ単

位が単数の資料において、コラージュ表現の形式を検討する。

【包含】は『コラージュのみ』、『配列あり』、『配列なし』

のすべてにおいて、一定数みられることから、コラージュ表現

の基調となる形式であるといえる。特に『コラージュのみ』で

強く結びつきがみられた。またコラージュ単位が複数の資料に

ついてコラージュ表現の形式を検討する。混合は『コラージュ

のみ』で少なく『配列なし』において多くみられた。このこと

は、複数のコラージュ単位のみで図面を構成する場合、コラー



ジュ表現をそろえてまとまりのある図面を表現し、コラージュ

単位以外の図がある場合は異なるコラージュ表現や単位図によ

り離散的な図面を表現する傾向を示す。

4.2　通時的傾向　　　コラージュ表現と配列の関係を通時的

に検討する（図10）。80年代、90年代においては『コラー

ジュのみ』が多く、00年代においては、『配列あり』と『配

列なし』といったコラージュ単位以外をもつものが多くみられ

た。

 5. 結論
以上、アイディアコンペティションの図面を資料とし、複数の

図を関係付けるコラージュ表現の形式を単位図の配列形式と合

わせて検討した。その結果、コラージュの表現の形式は包含関

係、部分重複関係、隣接関係およびそれらの複合的な組合せで

捉えることができた。中でも包含関係は最も多くみられ、複数

の単位図をまとめて表現するときに多くみられた。部分重複関

係は多くの構成要素と関係をつくり、隣接関係は２つの構成要

素と関係をつくるといった性質を見出した。様々な内容を表現

する建築プレゼンテーションにおいて、コラージュ表現は複数

の図を関係付けることによって少ない数の図のまとまりで建築

を表現しようとする手法だといえる。近年では、コラージュ表

現のみによる形式の複合化だけでなく、コラージュ表現以外の

形式と結びつけることで、複合的に用いられていると考えられ

る。

１）資料は、新建築社主催の国際コンペである『新建築住宅設計競技』1965 年から 2010 年                 
  までの優秀作品を 193 作品を資料対象とした。
２）単位図は 193 作品中、3023 の単位図を抽出した。
３）コラージュ単位は 193 作品中、199 のコラージュ単位を抽出した。   


